
情報連絡員報告を中心とした

県内各業界の動向 2020年8月（前年同月比）

業界の状況 …好転 …やや好転 …不変 …やや悪化 …悪化

食品団地
例年8月商況は、観光、お盆等人の移動増加による好
調月であったが、今年はコロナの影響で売上増が確
保できなかった。スーパーマーケットへの納品高でも
悪影響がみられ、全般的に低調な8月であった。

青果卸売
販売価格上昇のため、売上高は上昇したが、まだコ
ロナの影響は残っおり、販売不振の組合員もある。

生コンクリート製造
需要に、なお地域的偏在がある。

商店街（四万十市）
お盆休みには県外客(家族連れ・サーファー)等居酒屋
前で多く見られたが、例年ほどの賑わいはない。市民
祭・花火大会も中止なので季節感がない。今月は何々
が～。というメリハリがなく物足りない。

酒類製造
6月、7月やや復調の兆しかと思えたが、今月は厳
しい結果である。酒造期に入ったが、今年の生産見
込みに苦慮。

生鮮魚介卸売
魚は全般的に少なかった。マグロは特に少なく、マ
グロの欲しい店舗に行き届かない。注文も少なかっ
たが、高値になった。

コンクリート製品
出荷数量は、前年同月比88％。前年5月分の出荷か
ら西日本豪雨による災害復旧工事の発注により増加
が続いていたが、8月分は前年度より低下した。

旅館・ホテル
GoToトラベルキャンペーンの効果もあり、多少の
増加は見られる。宴会部門が皆無になり、全体の業
績回復は予断を許さない状況。

木製品素材生産
材価の下落、受け入れ量の縮小等により少なからず
影響がある。

ガソリンスタンド
8月初旬に市況は大幅値上げとなり、その後原油価格
は安定しないが市況に影響はなかった。コロナウイル
スが全国的に感染拡大しており、戻りかけた販売数量
もまだ当分の間難しい状態が続くと思われる。

刃物製造
海外向きの出荷が増え、昨年より売り上げは増加す
る。但し、小売店、行商等の取引先様は受注が少な
くなっている。

旅行業
組合クーポン前年同月対比18％、全旅クーポン合
算で19％。GoToトラベル事業も開始されたが、事
業の概要、周知自体が混乱を極めており、事業利用
を断念する組合員もいる。

製材
需要の停滞、コロナ感染の問題等全般に低調であっ
た。業況も不変から悪化の見通しでこの状態はしば
らく続きそう。

電気機械器具小売
8月は猛暑でエアコンが好調だった。全商品平均で
対前年比115％。空気清浄機(プラズマクラスター)
が、前年比150％で品切れが出た。

船舶製造
受注残の消化にて操業度は高い水準。

一般土木建築工事
令和2年8月分の公共用生コン出荷量は、前月比
136.0％。8月の公共工事請負金額は前年同月比で
117.7％。災害復旧工事、防災・減災対策工事、高速道
路の延伸工事などの大型工事は継続している。

製紙（家庭紙）
県内家庭紙業界は、8月も注文量が少なく、厳しい
状況が続いている。3月初旬に起きた“デマ騒動”の
反動と同時に、高付加価値商品を手掛ける県内企業
は、より一層ダメージが大きい。

中古自動車小売
先月より市場相場の高騰で仕入れは苦戦している
が、消費者動向が徐々に上向きになっている。高年
式の車両の注文件数が多くみられる。

珊瑚装飾品製造
7月の製品会取引額は前年同月比71％と、3～6月と
比べるとやや回復傾向となったが、8月は前年同月
比41％となり、以前復調の見えない状況である。

電気工事
組合員の施工する電力引き込み線の工事量は、前年
同月比73.2％となった。高知中央支部の半減が影響
している。

印刷
官公需、県内民需も低迷。業種によっては回復傾向
が見られるケースも有るがまだまだ厳しい。県外需
要は相変わらずのビッグイベント中止の影響で最悪
状態。先月に引き続き前年を大幅に下回った。

商店街（安芸市）
コロナの影響により、毎年８月に開催していた商い
甲子園や納涼祭が中止となり、商店街に活気がな
かった。

商店街（高知市）
中央公園地下駐車場利用状況　売上：前年比36.7％
（土日祝が今年いっぱい無料開放のため）台数：前年
比94.1％。コロナ感染者の状況からか、お盆以降の来
街者が極端に少なくなったと感じる。

卸団地
1.養殖関係は、全体的に販売不振となっており、売
上増の企業はない。2.幡多方面の夏休み期間の動き
はよくなったが、高知市内の観光・外食は悪いまま
である。

一般貨物自動車運送
組合実績は緩やかに下降しており、8月も物量は
減っている。燃料価格も上昇が続いていて経営は更
に厳しいものとなってきた。

タクシー
実働1日1車当りの前年同月比営業収入：94.2％、輸送
回数：92.9％。実働率は53.2％。感染者が出るたびに
人の出が悪く、特に夜の街が少なくなり事業者は悲鳴
を上げている。

テントシート
新型コロナウイルス感染防止対策による、各種イベ
ントの中止、延期等により全体的に売上減少となっ
ている。特にイベント関連主力の事業所は大変な状
況。現在の状況まだまだ続くと思われる。

各種小売（土佐市）
8月のお盆期間中は人の動きがあったものの、状況
はあまり変わらない。

機械団地
船舶や機械部品加工では、受注が伸びず売上・収益
ともに減少している事業所がある。団地内企業の業
況は下降傾向である。

飲食店
観光シーズンだが見込みほどの集客はなく前年度比
で売り上げは大きく落ちた。団体客は非常に少ない
が少人数の集客は増えてきている。立地や業態によ
り売上高に差が出てきた。

DI=（増加、好転）-（減少、悪化）
DI（景気動向指数）

売　上　高
収益の状況
業界の景況
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